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近年、Westerlund 2, NGC 3603およびM 20において、２つの分子雲同士の衝突による誘発的な大質量星形成
を支持する観測結果が報告がされた (Furukawa et al. 2009; Fukui et al. 2013; Torii et al. 2011)。これらは分子
雲衝突による大質量星形成を示した観測例であるが、一方でこのメカニズムが銀河系の大質量星形成一般に対し
てどのような役割を果たすかは未解明である。そこで我々は波長 8µmでリング状構造を持つ Spitzerバブルに注
目した。Spitzerバブルは内部に電離ガスを伴い、中心に大質量星を持つ天体であり、銀河面で約 600個がカタロ
グされている (Churchwell et al. 2006)。昨年、我々はNANTEN2電波望遠鏡を用いてサイズ 3′–10′の Spitzerバ
ブル約 60天体に対してCO(J=1–0)観測を行い、分子雲衝突を支持する結果を得た (2012年日本天文学会秋季年
会での４講演)。しかし、多くの Spizterバブルはサイズ 3′以下と小さく、NANTEN2の観測は大きい天体にバイ
アスされている可能性がある。そこで本研究では、Mopra望遠鏡によるCO(J=1–0)観測（角度分解能 33′′）をサ
イズ 1′–3′の 27個の Spitzerバブルに対して実施した。さらにこのうち 8天体を含む 13天体について、ASTE望
遠鏡による 12CO(J=3–2)観測（角度分解能 24′′）を実施した。これら 8天体のうち、分子雲が Spitzerバブルの
輪郭に沿って分布しているものについて 12CO(J=3–2/1–0)比をとった結果、暗黒星雲の典型的な比よりも高く
なっていることから、これらの天体ではバブルに付随する分子雲の存在が強く示唆される。講演では、以上の結
果をこれまでのNANTEN2の結果と総合し、Spitzerバブルと分子雲の付随関係や、得られたサイズ、速度、質
量などの物理量を見積もり、小さなバブルにおいて分子雲衝突により大質量星が形成された可能性を議論する。


